
　

鈴
木
は
、
製
造
業
の
10
年
後
の
変
化
を
新
化
と
捉
え
て
い
る
。

　

経
済
・
市
場
も
成
熟
し
て
い
る
状
態（
停
滞
状
態
）・少
子
化
・

生
産
販
売
型
経
営
か
ら
感
知
反
応
型
経
営
へ
の
転
換
・
グ
ロ

バ
ー
ル
化
／
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
・
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
、
情
報
の
効
率

化
／
ス
ピ
ー
ド
／
同
時
性
等
、
鈴
木
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

を
あ
げ
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
最
上
イ
ン
ク
ス
の
未
来
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
製
造
業
に
限
ら
ず
、
大
き
く
経
営（
仕
事
）の
質
を
変
え

る
時
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
。
こ
れ
か

ら
は
自
分
た
ち
で
、ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
儲
か
る
仕
掛
け（
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）を
つ
く
り
だ
し
成
果
を
出
す
集
団（
企
業
）

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
」

　

モ
ノ
づ
く
り
が
大
好
き
な
若
者
が
集
ま
っ
た
、
平
均
年
齢

31
歳
の
最
上
イ
ン
ク
ス
。

　

鈴
木
に
と
っ
て
モ
ノ
づ
く
り
と
は
？

　
「
で
き
た
喜
び
・
つ
く
る
喜
び
を
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る
も

の
。
そ
し
て
、つ
く
り
手
の
想
い
が
映
し
出
さ
れ
る
鏡
の
よ

う
な
も
の
」

目
を
輝
か
せ
て
鈴
木
は
そ
う
応
え
た
。

　

鈴
木
は
24
歳
の
時
、
語
学
習
得
を
目
的
に
渡
米
を
決
意

し
た
。
し
か
し
自
分
の
決
意
を
か
な
え
る
う
え
で
、
父
・
鈴

木
三
朗
社
長
と
ひ
と
つ
の
約
束
を
交
わ
す
。
そ
れ
は
こ
の

最
上
イ
ン
ク
ス
を
継
ぐ
こ
と
だ
っ
た
。

　

渡
米
後
は
、
学
業
の
傍
ら
シ
カ
ゴ
の
板
金
屋
で
働
い
た
。

実
務
を
身
に
つ
け
る
よ
り
、
異
文
化
の
な
か
で
働
き
給
料
よ

り
も「
経
験
」を
優
先
し
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、「
腕
」よ
り
も

「
人
間
力
」を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
と
鈴
木
は
微
笑
む
。

　

鈴
木
は
２
年
半
の
ア
メ
リ
カ
生
活
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
・
経
験
を
し
て
き
た
。
現
場
・
生
産
・
品
質
管
理
─
─

そ
の
ど
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
間
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
。

　

入
社
後
は
各
業
務
の
責
任
者
と
し
て
現
場
を
踏
ん
で
き

た
が
、
そ
こ
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
こ
と
が「
視

点
の
高
さ
と
本
質
を
見
抜
く
力
」「
考
え
る
こ
と
と
決
断
す

る
必
要
性
」「
責
任
を
負
う
こ
と
」「
信
頼
を
得
る
こ
と
」で

あ
る
の
を
学
ん
だ
と
い
う
。

　

未
来
を
進
む
若
き
リ
ー
ダ
ー
鈴
木
に
製
造
業
の
10
年
後

に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

「
大
き
な
変
化（
新
化
）が
起
き
る
10
年
」

Q　

も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た
人
物

　

父
親（
鈴
木
社
長
）と
経
営
者
仲
間
、
創
業
者（
鈴
木
氏
の

祖
父
・
嘉　

氏
）、
渡
米
先
で
働
い
た
板
金
屋
の
社
長

Q　

愛
読
書

・
田
坂
広
志
氏
の
本
。
も
の
の
考
え
方
・
見
方
を
本
質
で
紹

介
し
て
い
る
。

  『
仕
事
の
思
想
─
な
ぜ
我
々
は
働
く
の
か
』『
意
思
決
定
12
の

心
得
─
仕
事
を
成
長
の
糧
と
す
る
た
め
に
』（
以
上
、Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
刊
）な
ど
数
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
出
版
。

・
ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
著
書
。

  『
実
践
す
る
経
営
者—

成
果
を
あ
げ
る
知
恵
と
行
動
』『
仕
事
の

哲
学  

ド
ラ
ッ
カ
ー
名
言
集
』（
以
上
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
刊
）。

Q　

10
年
後
の
最
上
イ
ン
ク
ス

　

既
存
の
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
将
来
は

世
界
も
視
野
に
入
れ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
夢
・

ビ
ジ
ョ
ン
を
原
動
力
と
し
、
理
念
に
基
づ
き
行
動
す
る
会
社
に

し
た
い
。
そ
れ
が
、
創
造
し
・
挑
戦
し
続
け
る
集
団
に
な
る
。

編
集
部
／
金
澤
亜
希
子
　

写
真
：
引
地
信
彦

すずき・しげあき
31 歳。高校卒業後、機械装置製造
会社へ就職。その後、語学・機械工
学等を学ぶため渡米。現在は、リピー
ト統括グループ統括グループ長として、
新規事業・既存商品のリピート品事業
を統括する仕事をしている。

鈴
木 

滋
朗
氏

最
上
イ
ン
ク
ス　

リ
ピ
ー
ト
統
括
Ｇ　

統
括
Ｇ
長

最
上
イ
ン
ク
ス
、そ
し
て
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
世
界
を
渡
り
歩
く

小さな頃から、モノづくりの現場で働く父親の後姿を見て育った若者達は、
これからのニッポン製造業にどんな光を与えてくれるのだろうか？

次世代のリーダー達が引き継いだモノづくりDNA、そして新しい感性の融合によって
生まれる彼らの取り組みを探ることで、ニッポン製造業の未来が見えてくるはすだ。

製造業の未来を担う 若きリーダー達 




